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令和 7 年度 第 1 回 旭地域会議 会議録 
 
 
■日 時 令和７年 4 月１０日（木） 午後７時００分〜午後８時４５分 
■場 所 旭支所２階 第１会議室 
■出席者  

＜委員１３名＞ 
板倉小夜子（会長）、稲垣雅子（副会長）、安藤孝之、伊藤和夫、伊藤圭一、大塚昌義 
鈴木雄也、富永英明、鳥居信宏、成瀬初恵、増田尚子、柳井清一郎、渡邉さとみ 

  ＜事務局＞ 
杉本憲彦（支所長）、児嶋勇吾（副支所長）、岡本拓也（担当長）、平井一輝（主事） 
山本悟（主査） 

＜傍聴人１名＞ 
                                               
 
１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 支所長あいさつ、新任事務局職員紹介 

４ 令和７年度旭支所の支所体制と主要事業について 資料１ 

５ 地域会議に関する連絡調整事項 
（１）地域会議日程について 資料２ 
（２）令和６年度の活動報告について 資料３ 
（３）地域会議委員の選挙活動について 資料４ 
（４）地域会議委員の弔事連絡について 資料５ 

６ 協議事項 
（１）骨子案の確認について 資料６ 
（２）提言に向けた協議について 資料７ 

７ 閉会 
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【内容】（要約） 
 
１ 開会 
２ 会長あいさつ 
３ 支所長あいさつ、新任事務局職員紹介 
４ 令和７年度旭支所の支所体制と主要事業について 
  資料１に基づき、事務局が説明 
〈意見・質問等〉 

・花の里づくりの予算は何のためのものか︖ 
 →上中のしだれ桃のエリアの急傾斜地の草刈や、旭高原でのしだれ桃の植樹など 
・里山林の整備はどのようなものか︖ 
 →愛知県の事業で、森を活用できるような拠点にするために、特定のエリア（小渡）を定めて、

森の間伐や遊歩道を作るなどの事業。 

５ 地域会議に関する連絡調整事項 
（１）地域会議日程について 
  資料 2 に基づき、事務局が説明 
（２）令和６年度の活動報告について 
  資料 3 に基づき、事務局が説明 
（３）地域会議委員の選挙活動について 
  資料 4 に基づき、事務局が説明 
（４）地域会議委員の弔事連絡について 
  資料 5 に基づき、事務局が説明 

６ 協議事項 
（１）骨子案の確認について 
  資料６に基づき、事務局が説明 

〈意見・質問等〉 
 意見等なし。 

→骨子が完成したため、第２次旭まちづくり計画後期計画の作成を進める。 

（２）提言に向けた協議について 
  資料７に基づき、事務局が説明。「移住・定住」をテーマに問題、課題を検討した。 

〈主な意見〉 
・移住者が居住するための住宅の確保ができていない。また、新築のニーズもあるが、家を建て

られる土地がない。 
 →新築住宅のための規制緩和や、物件所有者に対するアプローチが必要ではないか。 
 →空き家バンクに登録することが面倒、手続きが分からない人も多いと思う。手続きを分かりや 

すくしたり、物件所有者に対して伴走支援する仕組みも必要ではないか。 
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 ・子育て世代が旭地区に来たいと思えるような教育環境を整備する必要があるのでは。 
 →地域に根付いた教育や個に対する手厚い教育を推進していく。また、伝統・文化の継承により、 

地域への愛着を醸成することも大切ではないか。 
・旭地区には働く場所がない。農業支援や農業をやってみたいと思う若者を募る取組ができな 

いか。 

 ・次回は「森林・獣害」をテーマに協議を実施する。 

７ 閉会 
 

― 午後８時４５分 令和７年度 第１回 旭地域会議終了 ― 
以上 


